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マ ン スリー レ ポ ート

　8月8日、徳島県産露地スダチの販売が全国の主要青果市場で一斉に始
まりました。
　初セリのこの日、当県本部大阪事務所職員が早朝より大阪市卸売市場本
場のスダチを取り扱う仲卸20社を訪問し、露地スダチ（3個入小袋）の他、
除菌シート・ジップロック・リーフレットの入ったスダチグッズ（100セット）
を配布し、今年の徳島県産露地スダチのPRと有利販売を依頼しました。
　なお、この日は、大阪本場に約1,800kgの入荷があり、中心階級で1,800
～1,600円／ケースでの販売となり、近年で最も高単価での販売開始とな
りました。
　また、翌9日には、関東市場でも露地スダチ（3個入小袋）やスダチグッズ
を仲卸へ配布し、露地スダチのＰＲをおこないました。

～包括連携協定4者の取り組み～

キッチンカーコラボイベントで県産スダチと茄子をＰＲ
　7月30日、ＪＡアグリあなんスタジアムで開催された徳島インディゴソッ
クスと福岡ソフトバンクホークス戦において、「キッチンカーコラボすだち
PR」イベントが開催されました。
　これは株式会社トリドールHD、徳島県、とくしまブランド推進機構、そし
て当県本部の4者が、昨年7月締結した包括連携協定に基づく取り組みの
一環として、締結先所有のキッチンカーを用いて徳島県の特産物の調理
品を観客に振舞い、消費拡大をはかるため実施されたものです。
　スタジアムの周りには、ホットドッグや焼きそばなどを販売する複数の
キッチンカーが並び、丸亀製麺キッチンカー（株式会社トリドールHD）で
は、県内外から訪れた来場者先着200人へ熱々のスダチとなす天の「特製
うどん」が振舞われました。また、でり・ばりキッチン阿波ふうど号（とくしま
ブランド推進機構）でも「すだちゼリー」が先着400人に振舞われました。
（徳島県産スダチと茄子は徳島県本部提供）
　和歌山県から家族で観戦に訪れた女性は「スダチの香りや味が大好き
です。うどんもゼリーも美味しかったです」と県産食材の魅力を堪能されて
いました。
　なお、5回裏終了後には、すだち大使の河
野さんがMr.インディーとともに一塁側ベン
チ前に登場し「徳島県のスダチは全国で
98％のシェアを誇る県を代表する農産物で
す。皆さま、スダチを食べて健康的な毎日を
過ごしましょう！」と需要喚起をおこないま
した。

～全国の主要市場で一斉に販売開始～

露地スダチの初売り

大阪事務所佐藤所長（右端）が訪問しPR

子供たちにも「特製うどん」が大好評！

「すだちゼリー」を振舞うすだち大使の河野さん

Mrインディーと一塁側ベンチ前でPR

スダチとなす天の「特製うどん」
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Mon t h l y  R epo r t 

～徳島インディゴソックス「徳島県民応援デー」～

「ご当地ジュース」をＰＲ
　8月21日、徳島市のむつみスタジアム（蔵本公園野球場）で開催さ
れた四国アイランドリーグPlus2022後期公式戦「徳島インディゴ
ソックスｖｓ香川オリーブガイナーズ」で、徳島県と徳島県すだち・ゆこ
う消費推進協議会および徳島県にんじん振興協議会の関係者は、徳
島県産のスダチとニンジンを使用した飲料水（ザすだちとザ・キャロッ
ト）をPRしました。
　県内在住・在学すべての方が無料観戦できる「徳島県民応援デー」
と名付けられたこの日、親子連れなど多くの観戦者が訪れるなか、関
係者は開場の16時30分から入場ゲートで先着200人にザすだちと
ザ・キャロットを手配りしました。
　試合前のセレモニーでは、飯泉徳島県知事の激励のあいさつに続
いて、すだち大使の古川さんが両チームキャプテンにザすだちとザ・
キャロット各1箱を贈呈しました。
　5回裏終了後には、古川さんがすだちくん、Mr.インディーらとともに
一塁側ベンチ前に登場し、観客に県産飲料の特徴やおいしさをPRし
ました。
　なお、試合は2－1で徳島イ
ンディゴソックスが僅差のゲー
ムを制しました。

～香川県とスダチがコラボ～

「さぬきの夢応援店」17店舗の
うどん店でスダチPR
　8月26日～9月4日の10日間、当県本部および徳島県すだち・ゆこう
消費推進協議会は、JA香川県や香川県内のうどん店と連携した「さぬ
きの夢」うどんと「さぬきの青ねぎ」「阿波のすだち」コラボフェアを開催
し、徳島県産スダチのPRをおこないました。
　同コラボ企画は、今年で13回目を迎え、オープニングイベントが開催
された高松市の「さぬき麺業 いしうす庵レインボー店」には、当県本部
園芸部より二木部長、すだち大使の古川さんのほか両県より関係者10
人が参加し、「さぬきの青ねぎ」と「阿波すだち」の贈呈式や記念撮影な
どが催されました。
　期間中、香川県内「さぬきの夢応援店」の認定を受けたうどん店17店
舗で徳島県産スダチと香川県産青ネギを使った限定メニュー・トッピン
グが提供され、ご注文いただいたお客様に数量限定ですだち関連グッ
ズなどがプレゼントされました。

オープニングイベントの様子

「さぬきの青ねぎ」「阿波のすだち」が並べられ、
コラボキャンペーンをPR

入場ゲートでザすだちとザ・キャロットを配る
すだち大使の古川さん

両チームにザすだちとザ・キャロットを贈呈し記念撮影

すだちくんやMrインディーらと一塁側ベンチ前でＰＲ
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マ ン スリー レ ポ ート

　8月27日、徳島県農産物消費拡大協議会は、鳴門・大塚スポーツ
パークポカリスエットスタジアムで開催された「徳島ヴォルティス
vsレノファ山口FC」戦にブース出展し、徳島県産スダチ、なると金
時（里むすめ）、梨（豊水）などの販売をおこないました。
　この日は県内在住の小中高生の無料招待や、県内各自治体が
ブース出展し特産品を販売するイベントなどが催される「徳島県民
デー」となっており、スタジアム前に乗り入れた徳島県のPRトラック
「でり・ばりキッチン阿波ふうど号」では来場者に梨やスダチを使っ
たゼリーが振舞われました。
　カットした梨の試食は「みずみずしく、甘くてとても美味しい」と多
くの来場者から大好評でした。
　試合前には飯泉徳島県知事、すだち大使の河野さん、すだちくん
らが参加して記念品贈呈などのセレモニーがおこなわれ、徳島県す
だち・ゆこう消費推進協議会、徳島県なし消費拡大協議会から提供
されたスダチ3kg、梨30kgが両チームなどへ贈られました。

～徳島県産農産物の魅力を発信～

「阿波ふうどフェア」北海道でＰＲ
　8月27日～28日の2日間、北海道北広島市のホクレンくるるの杜
で徳島－札幌線利用促進キャンペーン「阿波ふうどフェア」が開催
されました。（主催＝徳島県、徳島空港利用促進協議会、共催＝徳
島県すだち・ゆこう消費推進協議会、徳島県農産物消費拡大協議
会）
　会場のテントブースでは、すだち大使の古川さんをはじめすだち
くんや当県本部園芸販売課職員、徳島県関係者などが、PRのため
梨やスダチ、なると金時などの徳島県産農産物や飲料・加工品の販
売をおこないました。ブースは来場者の行列ができるほど好評で、
早々に全ての商品が完売しました。
　また、徳島県のPRトラック「新鮮なっ！とくしま」号では、スダチと
なると金時を使ったメニューが両日合計
500食来場者に振舞われました。
　すだちくんとのじゃんけん大会や会場
内の農村レストランでのスダチの提供、
地元北海道「さっぽろしのじ連」の阿波
踊りも披露され、2日間に亘り徳島県の
「食」や「観光」などの魅力を大いに発信
しました。

～徳島ヴォルティス「徳島県民デー」～

徳島県産スダチ・なると金時・梨をＰＲ

園芸販売課職員がスダチやなると金時、梨などの販売

両チームなどに梨とスダチを贈呈し記念撮影

早々に完売する人気となった県産農産物の販売ブース

すだち大使の古川さんと「さっぽろしのじ連」の皆さん

試食を振舞うすだち大使の古川さん
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Mon t h l y  R epo r t 

　8月5日、徳島県と当県本部は、生産量全国2位を誇る本県れんこんの栽
培技術や情報、課題認識を共有し、持続的なれんこん生産に向けて適切な
対応をはかることを目的に徳島県JA会館で「れんこん栽培研修会」を開催し
ました。
　当日、徳島県からは勝野副知事が出席し、また県外から専門研究者を招
待したこともあり、会場には生産者、JA、肥料・農薬メーカーなど関係者約
70人が集まりました。
　研修会では、徳島県の勝野副知事、当県本部宮田副本部長のあいさつの
後、徳島県もうかるブランド推進課次世代農業室の林室長より、「徳島県の
『れんこん』の産地強化に向けた取組み」、鳴門藍住農業支援センターの澤
田課長補佐より、「れんこんの腐敗症対策の取組み」が紹介されました。
　また、招待した愛知県海部農林水産事務所普及課の成瀬主任専門員か
らは、「露地れんこんにおける太陽熱消毒の効果実証の状況について」と題
し、愛知県での実証事例についての説明などがおこなわれました。
　近年、収量減の一因となっているれんこん腐敗症に対して、当県本部は徳
島県および県下JAと協力し様々な対策試験を実施しています。今後も生産
者の収量維持・取得向上に繋がるよう関係団体で連携し取り組んでまいり
ます。

～未利用資源の有効活用へ～

徳島県、徳島大学との「産学官連携による地域バイオマスを有効活用した
持続可能な農業の実現と関連産業の振興に関する協定書」締結式
　8月1日、当県本部、徳島県、国立大学法人徳島大学の関係者14人出席の
もと、徳島県庁で、「産学官連携による地域バイオマスを有効活用した持続
可能な農業の実現と関連産業の振興に関する協定書」締結式がおこなわれ
ました。
　3者の最初の取り組みとして、徳島県はスダチの搾汁残渣を利用した精
油の研究に関する知見の提供、徳島大学は精油の抽出技術や生産プロセス
の開発などへの協力、当県本部は化粧品や食品などに利用されるスダチフ
レーバー、フレグランスの製造・販売を検討しています。また、そこから得ら
れる収益は、生産者の手取り向上と生産振興のために活用したいと考えて
います。
　締結式では、当県本部（長江県本部長）、徳島県（飯泉知事）、徳島大学
（河村学長）の3者が協定書へ署名をおこないました。
　今後、3者が有する人的資源や物的資源を有効に活用し、スダチ搾汁残
渣などの未利用資源に付加価値を創出することで、県内農産物の生産振興
に寄与し、SDGsやみどりの食料システム戦略に繋がる環境配慮型事業の
展開を目指します。

～持続的なれんこん生産に向けて～

れんこん栽培研修会

あいさつを行う宮田副本部長

研修会の様子

協定書を持つ、（右から）長江県本部長、
飯泉知事、河村学長

署名の様子
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マ ン スリー レ ポ ート

　当県本部では、徳島県が開発したスダチの新品種「勝浦１
号」に関する利用権の許諾を受け、苗木の育成、販売をおこな
います。初年度は、約1,500本の販売を計画しており、令和6年
春頃からの供給を予定しています。
　「勝浦１号」は、果皮の緑色が濃く、貯蔵性の高い晩生品種で
あることが特徴です。この品種は、農林水産省より令和3年11
月29日に品種登録出願公表されました。
　「勝浦1号」が持つ晩生品種の特徴を最大限に活かし、2月か
ら3月出荷の秀品率を高め周年供給体制をより安定させるた
め、当面は「貯蔵すだち」の後期（2月から3月）に出荷する生産
者を対象に苗木を販売する予定です。

　8月10日～31日、徳島県すだち・ゆこう消費推進協議会は、JR徳島駅バル飲食店街で「徳島駅バルすだちフェ
ア」を開催しました。　
　期間中、駅バル全8店では同協議会より提供されたスダチを使った料理や飲み物のメニューが並び、県内外か
ら訪れた多くのお客様は徳島県産スダチの爽やかな香りや美味しさを堪能しました。

～阿波踊り観光客などに徳島県産スダチをPR～

徳島駅バルすだちフェア

～令和6年春頃からの供給に向け～

スダチ新品種「勝浦1号」

ああ

苗木の台木（カラタチ）

芽接ぎの様子（苗木生産の開始）　　　　　

溶岩焼きステーキ やっぱりステーキ

酒とめし 酒場ダン

焼鳥酒蔵 よい鳥

焼肉酒場 ブッチャー

点心バルやすなが

すし酒場 一鐡

カラアゲ・ハイボール 男前カラアゲ

NARUTO BASE.BAR
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料理研究家H I TOM I 先生が薦める、簡単スピーディー、そして楽しんで作れるレシピをご紹介!  

料理研究家 HITOMI http://www.hitomi-cook.com 

旬の野菜でおうちごはん

◎免許：調理師免許、食空間テーブルコーディネーター2級、JA全農とくしま園芸部 クッキングアドバイザー 
◎賞：2014年NHK社会貢献賞授与 ◎活動歴:TV=NHK徳島放送局料理コーナーレギュラー出演／ラ
ジオ=TBS「伊集院光とラジオと」に毎月レシピ提供 ◎JA全農とくしまとのコラボイベント：大阪ガスハグ
ミュージアムにて鱧を使った爽やか料理講習会／大阪中央卸市場にて徳島県の食材を使った料理講習
会 ◎カルチャー講師：兵庫イオンカルチャー（姫路、加古川、明石の3店舗)講師／神戸市立長田区勤労
センター、神戸市立西区民センター講師 ◎店舗用レシピ開発、商工会での商品開発など

POINT 
① すだち2個は
　 皮をすりおろして搾り、
　 残り1個は輪切りにする。

② ボウルに
　 鯛のそぎ切りと
　 Aを混ぜておく。

③ トマトとわかめを
　 食べやすく切り
　 ②を混ぜ合わせ
　 ①を加える。

▼作り方▼材料（2人分）

すだち・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3個
鯛（刺身用）・・・・・・・・・・・・・・・・100g
トマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個
生わかめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50g
青じそ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2枚

エキストラバージンオリーブ油・・・大さじ3
塩、こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・各適量

A

先に鯛にAを混ぜる
事で味がまろやかに
なります。

すだちと鯛のカルパッチョ
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交通安全のお知らせ

8

◆そんなことキュウリ言われても！◆
　まだまだ残暑が続きますが、皆様ごきげんようお過ごし

のこととお察しいたします。夏バテになっておりませんか？

夏バテに効果がある、野菜は何でしょうか。「そんなこと、

キュウリ言われても」と言う声が聞こえてきますが、「睡眠

と栄養と水分」を十分とって、お元気にお過ごしいただきた

いと思います。水分を十分取るには、キュウリで決まりです。

◆徳島県内の産地◆
　ＪＡ全農とくしまからの情報によると、徳島県産のキュウ

リは県内全域で栽培されています。冬から春にかけては県

東南部で促成きゅうりが、夏から秋にかけては県

西部へ夏秋きゅうりが産地として移動していきま

す。主な産地は、ＪＡ東とくしま、ＪＡかいふ、ＪＡア

グリあなん、ＪＡ徳島市、ＪＡ板野郡、ＪＡ徳島北、ＪＡ

阿波みよし、ＪＡ麻植郡、ＪＡあわ市などです。

◆キュウリを育てるのに、必要なもの◆
　それは、太陽と水。そして、生産ハウスである。

阿南農林事務所勤務時の昔話であるが、ＪＡアグリ

あなんもキュウリ生産に積極的であった。ＪＡ担当

者からの要望で、県単独の簡易なパイプハウス建

設の補助金は、すべてOKに認めてキュウリ生産

を後押しした。その後、日和佐農林管内では国の補助事業

で大型ハウスも建設し、「海部きゅうり塾」と名を売って、

県外から移住してキュウリ生産をはじめる方々を積極的に

育成する素晴らしい取り組みを行っている。

　当時の先輩方からの言葉を思い出す「モノ（キュウリ）を

持ってないと、イザと言うときに売るにも売れん。安い高い

言わんと、作らなあかん」と生産の後押しに尻をたたかれ

た時代であった。外部からは、ハウスばかりに補助金を出し

てと、言われたこともあったが、今となっては、ＪＡや全農と

くしま、商系関係者らも後押ししてくれた。生産振興に感

謝である「ありがとう、サンきゅうり」。

～そんなことキュウリ言われても！～その 148
文：濱堀秀規　イラスト：ちっちゃん

徳島県警察本部　交通企画課

１　目　　的
　広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、県民自身による道路
交通環境の改善に向けた取組を推進することにより、交通事故防止
の徹底を図ることを目的としています。
　普段から「思いやり・ゆずり合い」の運転で交通マナーを守り、安全
運転をお願いします。

２　期　　間
９月２１日（水）から３０日（金）までの１０日間
交通事故死ゼロを目指す日 ： ※９月３０日（金）

３　運動重点
○子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保
※車の運転手は、歩行者の側方を通過するときは、安全な間隔を保
　持するか、または徐行しましょう。通学路や生活道路等では、十分速
　度を落とし、安全運転を心がけましょう。
※歩行者は、道路を横断するときは横断歩道を渡り、絶対に車の直前

　直後の横断はしてはいけません。横断歩道がない場合は、左右の
　確認を十分に行って横断しましょう。

○夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶
※自動車等の早めのライト点灯を心がけ、対向車や先行車がいない
　状況ではハイビームの活用等、上向き・下向きのこまめな切替えをお
　願いします。
※歩行者は、夜間外出時の明るい服装及び反射材着用を心がけま
　しょう。
※飲酒運転による悲惨な交通事故は後を絶ちません。皆さんで飲酒
　運転を絶対に「しない・させない・許さない」環境作りを徹底していき
　ましょう。

○自転車の交通ルール遵守の徹底
※自転車は車両の仲間です。車道では左側を通行するとともに、歩道
　では車道寄りを徐行しましょう。また、スマホ運転や信号無視　　　
　などの危険な行為はやめ、交通ルールを守ってください。

　本年も秋の全国交通安全運動を実施します！交通ルールとマナーを遵守し、安全運転に努めてください。

全国交通安全運動の実施について
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営農コラム

米穀総合課企画管理課

　イチジクはアラビア半島原産で、6000年くらい前
から栽培が始まっています。アラビアからヨーロッ
パ、ペルシア、中国へ伝わり、中国から長崎へと伝わ
りました。
　日本では、イチジクといえば西日本を中心に古くか
ら栽培されている「蓬莱柿(ほうらいし)」のことを指
していました。果実の頂部が裂れやすく日持ちしない
ため近場で消費されていました。今は流通技術もよ
くなり、全国への配送が可能になっています。江戸
時代に中国から伝わり、外国の柿のような果実とい
うことで「蓬莱柿」､「南蛮柿」などと呼ばれていまし
た。果実は小さめですが、甘くて適度な酸味があり、
プチプチとした食感のおいしいイチジクです。日本で
は在来種とか日本イチジクとも呼ばれています。
　「桝井ドーフィン」は、明治の末期に広島の桝井氏
がアメリカから持ち帰ったイチジクです。「ドーフィ
ン」が正式名称ですが、栽培すると「ドーフィン」と
異なる特性がみられたため、区別するために桝井の
名を付けて「桝井ドーフィン」と呼ばれるようになり
ました。「蓬莱柿」に比べて食味は落ちますが、栽培

しやすく、大果で収量も多く、日持ちもよく、果皮も
硬めで輸送性にも優れるため主流となり、今ではイ
チジク全体の約8割を占めています。イチジクといえ
ば「桝井ドーフィン」となっています。
　イチジクには前年の枝についた幼果が越冬して7
月頃に熟す夏果と、当年の新梢に成って熟す秋果が
あります。夏果には「ザ・キング」、夏秋果には「桝井
ドーフィン」、「バナーネ」、「とよみつひめ」、秋果には
「蓬莱柿」、「ビオレ･ソリエス」などがあります。
　イチジクは漢字では「無花果」と書きますが、花が
ないのではなく、果実の中の小さなつぶつぶが花な
のです。果実が成り始めると次々と連続的に成り、日
持ちしないため毎日収穫・出荷となり、生産者は休み
も取れず大変ですが、家庭用として一本植えて楽し
むのにはちょうどよい果樹といえます。
　イチジクは栄養も機能性も豊富で、甘くて柔らかく
ておいしい果物です。そのまま味わうのはもちろん、
ジャム、スイーツ、ケーキ、さまざまな料理　　　　
の食材に活用すれば食べる楽しみが　　　　　　
広がります。

イチジク 営農支援課 技術主管 森　聡

　7月28日～31日の4日間、兵庫県神戸市のグリー
ンアリーナ神戸で「全農杯 2022年全日本卓球選手
権大会（ホープス・カブ・バンビの部）」の全国大会が
開催されました。
　この大会は、各都道府県大会を勝ち抜いた小学生
の児童979人が集結し、ホープス（小学6年生以下）、
カブ（同４年生以下）、バンビ（同2年生以下）の各部に
分かれ頂点をめざすもので、歴代の日本代表選手もこ
の大会に出場しています。
　当県本部は、各部門の1位～3位に入賞した男女合
わせて24人の選手に徳島県産スダチ飲料「徳島すだ
ち微炭酸」を副賞として贈呈しました。また、フェアプ
レー賞の選手男女各1人に「ザすだち」を贈りました。

～副賞・フェアプレー賞に徳島県産飲料を提供～

「全農杯 2022年全日本卓球選手権大会
（ホープス・カブ・バンビの部）」全国大会

女子バンビの部表彰式

徳島県本部から、徳島すだち微炭酸（飲料）などの県産飲料を贈りました。
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企画管理課

園芸販売課

　8月31日、JA徳島農政協議会と当県本部は、県
内７ヵ所の児童養護施設の子どもたちに美味しい
新米を食べてもらうことを目的に、令和4年産の
徳島県産米「阿波そだちコシヒカリ」500㎏と徳
島県産スダチ飲料「ザすだち」8ケース（240本）
を贈呈しました。
　この取り組みは、同協議会と当県本部が子ども
たちの健やかな成長を願い、社会福祉活動の一
環として昭和60年（1985年）から毎年実施して
いるもので、今回で38回目になります。
　当日は企画管理課職員が、徳島市北佐古の徳
島県JA会館物流センター前で、児童養護施設の
職員に手渡しをおこないました。
　施設を代表して加茂愛育園の片山和義園長か
ら「運動会のお弁当で食べたいと思います。毎年
温かいご支援をいただきありがとうございます」と
お礼の言葉をいただきました。

～「阿波そだち」の新米を味わって～

児童養護施設に徳島県産の新米を贈る

　徳島県すだち・ゆこう消費推進協議会、徳島県
農産物消費拡大協議会、徳島県蓮根消費拡大協
議会、徳島県甘藷消費拡大協議会は、徳島県産
農産物の消費宣伝の一環として、YouTubeで大
人気のリロ氏とのコラボ動画を作成しました。
　リロ氏はキャンプなどで使用するホットサンド

メーカーを使ったYouTube動画やTwitterでも
多くのフォロワーを獲得し活躍するVtuberです。
　各協議会では、本年度アウトドアイベントを企
画しており、コラボ動画は近年人気の高いアウト
ドア向けの動画となっております。
　8月31日より動画「ザクザク夏野菜カレー」が
公開されていますので、ぜひご視聴ください！

＜ザクザク夏野菜カレーYoutube動画＞
https://youtu.be/ylVo1HxIBJY

～YouTube動画で大人気！～

徳島県産農産物で
「リロ氏」とコラボ動画

徳島県本部人事異動
氏　名

村上　　哲

尾田　雅夫

豊田　勝弘

コース 職能資格

総合職
（徳島）

総合職
（徳島）

総合職
（徳島）

監理役

副審査役

調査役

新　職　務　・　職　制
管理部 部長
管理部 総務課 課長 事務取扱
管理部 コンプライアンス統括課 課長 事務取扱

本所 経営企画部 JA支援課 

管理部 総務課 課長代理

旧職能資格

監理役

副審査役

調査役

旧　職　務　・　職　制

管理部　部長

管理部 総務課 課長
管理部 コンプライアンス統括課 課長 兼務

管理部 企画管理課
本所 経営企画部 ＪＡ支援課 兼務

令和4年9月1日付

加茂愛育園の片山園長（右）へ新米を贈る管理部有内次長

新米と飲料の積み込みを行う企画管理課職員
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「ＪＡ全農とくしま情報」に
関するお問い合わせ先
本紙「ＪＡ全農とくしま情報」の購読料・配送料は
無料です。送付先の氏名・住所変更や、
送付の停止につきましては、
ＪＡ全農とくしま企画管理課広報室
（電話 088-634-2462）
までご連絡ください。https://www.zennoh.or.jp/tm/

全農グループ経営理念

JAタウン
｢新鮮大好き徳島｣

JA全農とくしま
YouTubeチャンネル

JA全農とくしま
Instagram

JA全農とくしま
クックパッド

JA全農とくしま
ホームページ

※商品の発売は令和3年９月下旬頃を予定しております。


